
  令和８年１月１４日１４時００分 

近 畿 地 方 整 備 局  

福 井 河 川 国 道 事 務 所 

防災用ＥＶバイク公開訓練 
～５Ｓで挑む雪害、Save を実践～ 

○ 今冬、福井河川国道事務所では『５つのＳによる雪害対策の強化』を実施しています。このう

ち、スタック車両の早期救助（Ｓave）の取組である防災用EVバイクの配備によって、スタック

車両の脱出を補助することを目指します。

○ この度、現地での雪害対策にあたる職員に対して、防災用ＥＶバイクの操作技術向上を目的

とした訓練を実施しますのでお知らせいたします。

○開 催 日 時 １月１６日（金） １３：３０～１５：００ 

○開 催 場 所 福井県 勝山市
か つ や ま し

芳野
よ し の

１７１－７０ 

スキージャム勝山 第１駐車場 

※降雪状況により変更する可能性があります。

○報道関係者の皆様へ  各社ごとに、①所属（会社名）、②氏名（ふりがな）、③連絡

先（TEL）、④メールアドレスを記載の上、 

１月１５日（木）１７時を目途にお申し込みください。 

 申込のメールアドレス、FAX番号は別紙１を御参照ください。 

 会場の積雪状況により開催困難な場合は別途お知らせします。 

＜取り扱い＞ 

＜配布場所＞  近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、福井県政記者クラブ 

＜問合せ先＞ 

国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所 

副所長 加藤
か と う

正己
ま さ き

道路管理課長   笹
さ さ

嶋
じ ま

和
か ず

彦
ひ こ

ＴＥＬ：（０７７６）３５－２６６１（代表） 



～新たな取り組み～ 令和７年度 福井河川国道事務所 雪害対策

R7新たな取り組み「課題」と「R6までの対応状況」

 引き続き、AI検知・可搬式カメラ・SNSでスタック車両の早期発見
 可搬式カメラは本格運用、監視カメラは７基増設（合計２４６基）

＜参考＞ 監視カメラのカバー率

国道８号 ５２％ 国道１６１号 ６０％
国道２７号 ３７％ 中部縦貫自動車道 ５７％

 大規模滞留を防ぐためにはスタック車両の早期発見が
重要

○２３９基のカメラによる２４時間監視やＡＩ自動検知システ
ムの導入（２３９基のうち５７基）、死角部の遠隔監視を
可能とする可搬式のＡＩカメラ（２台）を試行的に導入

○ＳＮＳ（Ｘ）の危機情報を活用し、初動対応の迅速化

 直轄国道で初めて、雪道でも走行可能なキャタピラ式の防災用EV
バイクを２台導入

 市街地に比べ、民家や脇道等が少ない国道８号の敦賀市から
南越前町間において、スタック車両の脱出を補助できるように配備

 バイクには、牽引ソリに「緊急脱出用チェーン」を積載

 大規模滞留のきっかけとなるスタック車両は、早期の
救助が必要であるが、除雪車等の車両や徒歩では、
発生現場への到着に時間を要する

○車両や徒歩でスタック現場に向かい救助

 規制車両の到着を待たずに、ボタン１つでバリケードが可能な
エアー遮断機を導入

 迂回路が少なく、市街地から遠い中部縦貫自動車道のインター
チェンジ入口に設置
（福井北・松岡・永平寺参道・荒島・勝原・下山・九頭竜IC）

※来年度（R８年度）から遠隔操作も可能になる予定

 通行止めは、事前の積雪予測をもとに、近隣で待機し
実施するが、近年の短時間強降雪によって、急遽の
通行止めを実施する場合、到着が遅れ通行止めの
措置に遅れが生じる可能性がある

○規制車両が通行止め箇所に急行し、通行止めを実施

 道路勾配が厳しい箇所はスタックが発生しやすいが、
短時間に強降雪となった場合、限られた除雪車両では
除雪作業が遅くなる可能性がある

 連続した強降雪の場合は、散水でも対応困難

○除雪車１２６台により除雪作業に対応
○塩化カルシウムの散布や散水、除雪等により対応
○予報を見ながら他工区からの応援

Search
早く見つける

Save
早く救助する

Stop
早く止める

Snow
-removal
-melting

早く除融雪する

R7年度
方針

 過去にスタックが発生した箇所（あわら市熊坂）において、路面に
ロードヒーティングを整備し、熱による融雪を実施（福井の降雪

特性を考慮し、轍部のみに設置し、省力化・コスト縮減を図る）

＜参考＞ 散水設備のカバー率

国道８号 ３５％ 国道１６１号 ８７％
国道２７号 １８％ 中部縦貫自動車道 １９％

 除雪車を２台増強（合計１２８台）し、除雪作業を迅速化

わだち

 道路管理者、学校関係者、自治体等による調整会議を新たに設置
し、冬期の安全・安心な通学路を確保

※先行実施地区として福井市（主計中地区）を選定

 地域のニーズを踏まえ、自治体と連携した除雪を検討

 冬期の通学路では、除雪が不十分で安全な歩行空間
が確保されない場合があることに加え、大雪時には特
に通学時間帯前までに除雪を間に合わせることが困難

 大雪後は、住民の一日も早い日常生活の回復が必要

○道路管理者毎に対応

Support
地域に寄りそう

５S（Search・Save・Stop・Snow-removal/melting・Support）による雪害対策の強化

か ず え な か



早く救助する

S
Save

＜直轄国道初＞

・ 雪道でも走行可能な防災用EVバイクを２台導入

・ 牽引ソリに「緊急脱出用チェーン」を積載

防災用EVバイクの配備箇所 渋滞に巻き込まれる除雪車 緊急脱出用チェーンによる救助

配備箇所
（大良除雪基地）

配備箇所
（杉津除雪基地）

南越前町

敦賀市



 別紙１

■ 報 道 関 係 の 皆 さ ま へ

■取 材 申 込 み 【】 

 取材希望の方は次ページ送信票により、電子メール（kkr-info-fukui@mlit.go.jp）

またはＦＡＸにて、 令和８年１月１５日 １７時までにお申し込みください。

■ 取 材 場 所

取 材 場 所  

 福井県勝山市芳野１７０－７０ スキージャム勝山 第１駐車場

入口ゲートにて駐車料金をお支払ください。 

車両は下図に示すエリアに駐車願います。 

駐車エリア 

mailto:kkr-info-fukui@mlit.go.jp


報道関係者 1/１６ EV バイク訓練 

取材申込み  送信票 

１．会 社 名 

２．氏 名 

３．連 絡 先 

電 話 番 号 

F A X 番 号 

メ ー ル ア ド レ ス

※複数名の参加を希望される場合は、全員分の氏名、連絡先をご記入ください。

※※電子メールによる申込みの場合、タイトルを「1/１６ EV バイク訓練 取材申込み」と

し、上記１から３までをメール本文に記載ください。 

＜Ｆ Ａ Ｘ＞       ０７７６－３６－０９７１ 

＜メールアドレス＞ kkr-info-fukui@mlit.go.jp 

＜Ｔ Ｅ Ｌ＞       ０７７６－３５－２８１３（ダイヤルイン） 

国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所 

 道路管理課  笹嶋 和彦  宛 

（ ふ り が な ） 
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